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め
て
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
三
月
に
完
成
し
た
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
多
目
的
ダ
ム
で
、

ダ
ム
湖
は
宮
ケ
瀬
湖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

ダ
ム
本
来
の
目
的
は
①
洪
水
調
節
、
大
雨
の
時
に
一
時
的
に
水
を
貯
留
し
中
津
川
流
域
や
相
模

川
下
流
に
暮
ら
す
人
々
の
生
命
・
財
産
を
ま
も
る
。
②
水
環
境
の
維
持
、
河
川
の
流
量
を
保
持
し
、

流
域
の
生
態
系
を
守
る
、
③
水
道
原
水
、
神
奈
川
県
の
水
が
め
と
し
て
、
横
浜
市
や
川
崎
市
を
含

む
県
下
十
六
市
五
町
に
水
道
原
水
を
供
給
、
取
水
量
は
一
日
最
大
百
三
十
万
㎥
で
神
奈
川
県
内
人

口
の
約
九
〇
％
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
④
発
電
、
宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
下
流
に
あ
る
愛
川
第
一
発
電
所

で
、
二
万
四
千
二
百
㎾
（
最
大
出
力
時
の
水
量
は
毎
秒
二
十
二
㎥
）
の
発
電
を
行
い
、
さ
ら
に
石

小
屋
ダ
ム
の
下
流
に
あ
る
愛
川
第
二
発
電
所
で
は
、
千
二
百
㎾
（
最
大
出
力
時
の
水
量
は
毎
秒
七

㎥
）
の
発
電
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
水
の
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
し
な
い
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
る
。

一
） 

宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
諸
元

　

ダ
ム
の
形
式
は
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
堤
高
百
五
十
六
メ
ー
ト
ル
（
重
力
式
ダ
ム
で
は

国
内
第
三
位
の
高
さ
）、
堤
頂
長
三
百
七
十
五
メ
ー
ト
ル
、
提
体
積
は
約
二
百
万
㎥
で
あ
り
、
堰

き
止
め
ら
れ
て
造
ら
れ
た
宮
ケ
瀬
湖
は
総
貯
水
容
量
は
一
億
九
千
三
百
万
㎥
で
あ
る
。

・
選
択
取
水
設
備

　

ダ
ム
放
流
の
際
に
下
流
の
自
然
環
境
に
影
響
（
水
質
・
水
温
）
を
与
え
な
い
よ
う
に
ダ
ム
湖
内

　

巨
大
構
築
物
を
見
る
ツ
ア
ー
が
人
気
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ダ
ム
の
人
気
は
高
く
、
自
然
に
親
し

み
な
が
ら
家
族
で
楽
し
め
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
見
学
先
で
も
あ
る
。
ダ
ム
観
光
の
代
名
詞
で

あ
る
黒
部
ダ
ム
を
抑
え
て
人
気
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
の
が
神
奈
川
県
・
宮
ケ
瀬
ダ
ム
、
年
間
百

六
十
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
て
い
る
。
都
心
か
ら
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
近
さ
と
定
期
的
に

観
光
放
流
し
て
い
る
数
少
な
い
ダ
ム
で
、
周
辺
に
は
家
族
連
れ
が
楽
し
め
る
公
園
も
あ
り
自
然
に

親
し
み
レ
ジ
ャ
ー
も
で
き
る
観
光
施
設
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
完
成
し
た
こ
の
ダ
ム
は
、
最
初

か
ら
観
光
を
意
識
し
て
計
画
さ
れ
た
ダ
ム
で
あ
る
。

一
．
ダ
ム
の
概
要

　

宮
ケ
瀬
（
み
や
が
せ
）
ダ
ム
は
、
東
丹
沢
・
神
奈
川
県
の
相
模
水
系
で
あ
る
中
津
川
を
堰
き
止
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的
か
つ
経
済
的
に
施
工
す
る
た
め
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｄ
（Roller Com

pacted D
am
-Concrete 

M
ethod

）
工
法
が
採
用
さ
れ
た
。
当
時
の
建
設
省
が
開
発
し
た
ダ
ム
の
施
工
法
で
、
セ
メ
ン
ト

の
量
を
抑
え
た
超
硬
練
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
や
振
動
ロ
ー
ラ
ー
で
突
き
な
ら
し
固

め
る
工
法
で
あ
る
。
ダ
ム
に
は
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
）
が
設
置
さ
れ
、
ダ
ム
内
部
は

か
な
り
広
い
監
査
廊
（
点
検
通
路
）
が
あ
り
、
ゲ
ー
ト
操
作
室
、
計
測
室
、
点
検
用
モ
ノ
レ
ー
ル

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

二
．
な
ぜ
観
光
客
を
入
れ
よ
う
と
し
た
の
か
…
…
仕
掛
け
人
は
「
竹
村
公
太
郎
」
氏

　

宮
ケ
瀬
ダ
ム
は
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
よ
り
多
目
的
ダ
ム
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
首
都
圏
最
大
の
ダ
ム
事
業
は
難
航
す
る
補
償
交
渉
を
経
て
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二

年
）
に
本
体
建
設
工
事
に
着
手
し
た
。
本
体
建
設
着
手
二
年
前
か
ら
宮
ケ
瀬
ダ
ム
工
事
事
務
所
長

を
務
め
た
竹
村
公
太
郎
氏
（
現
在
、
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事
、
元
国
土
交
通
省
河
川
局

長
）
に
話
を
伺
っ
た
。

　

竹
村
氏
い
わ
く
「
当
時
の
ダ
ム
建
設
の
常
識
は
、
ダ
ム
内
部
に
人
を
入
れ
る
な
ど
、
と
ん
で
も

な
い
、
で
き
る
だ
け
閉
鎖
施
設
を
造
れ
！
だ
っ
た
」
し
か
し
、
私
は
「
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
な
い

開
か
れ
た
ダ
ム
を
造
り
た
い
」
と
考
え
、
米
国
の
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
（
堤
高
二
百
二
十
一
メ
ー
ト

ル
、
提
頂
長
三
百
七
十
九
メ
ー
ト
ル
、
貯
水
容
量
三
百
五
十
二
億
㎥
）
を
視
察
し
シ
ョ
ッ
ク
を
受

の
適
切
な
水
深
か
ら
取
水
す
る
設
備

で
、
湖
内
水
温
は
常
に
計
測
さ
れ
て

い
る
。

・
洪
水
吐
（
こ
う
ず
い
ば
き
）
設
備

　

洪
水
時
の
水
量
を
調
節
す
る
、
主

に
高
位
常
用
洪
水
吐
を
使
用
し
、
洪

水
の
規
模
に
よ
り
低
位
洪
水
吐
、
非

常
用
洪
水
吐
か
ら
追
加
し
て
放
流
す

る
。
観
光
放
流
の
時
は
、
高
位
常
用

洪
水
吐
（
二
本
の
放
流
管
）
か
ら
合
わ
せ
て
毎
秒
三
十
㎥
の
放
流
。（
日
本
最
大
の
放
流
量
、
黒

部
ダ
ム
は
毎
秒
十
㎥
）
落
差
七
十
メ
ー
ト
ル
の
放
流
水
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
そ
の
フ
ォ
ル
ム
は

翼
を
広
げ
た
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
る
。

二
） 

ダ
ム
の
特
徴

　

宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
設
計
・
建
設
に
あ
た
り
、
様
々
な
工
夫
と
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
計
画
的
な
周

辺
環
境
対
策
に
よ
っ
て
建
設
工
事
や
、
ダ
ム
開
発
に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

建
設
を
合
理
的
に
進
め
る
た
め
に
ダ
ン
プ
搭
載
型
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
開
発
や
新
技
術
を
採
用
し
、

コ
ス
ト
と
工
期
の
縮
減
を
実
現
し
た
。
特
に
約
二
百
万
㎥
に
及
ぶ
大
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
効
果
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三
．
水
資
源
の
総
合
運
用

　

宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
水
資
源
の
総
合
運
用
の
仕
組
み
で
あ
る
。
二
本
の
導
水

路
に
よ
り
水
総
合
運
用
を
行
っ
て
い
る
。
上
流
の
道
志
ダ
ム
か
ら
の
①
道
志
導
水
路
を
経
て
最
大

毎
秒
二
十
㎥
を
宮
ケ
瀬
ダ
ム
に
放
水
、
宮
ケ
瀬
ダ
ム
か
ら
②
津
久
井
導
水
路
を
通
じ
相
模
川
に
最

大
毎
秒
四
十
㎥
を
放
水
で
き
る
仕
組
み
で
あ
り
、
流
域
全
体
の
水
の
総
合
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

　　

最
後
に

　

宮
ケ
瀬
ダ
ム
は
、
首
都
圏
に
最
も
近
く
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
案

内
や
観
光
放
流
な
ど
は
宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
名
物
の
ダ
ム
カ
レ
ー

を
賞
味
し
つ
つ
巨
大
ダ
ム
の
魅
力
に
接
し
て
ほ
し
い
。

け
た
。【
注
１
】　

　

本
体
の
大
き
さ
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
・
観

光
客
に
大
き
く
開
か
れ
た
ダ
ム
で
あ
っ
た
。
私

は
運
良
く
、
ち
ょ
う
ど
仮
設
備
と
本
体
の
詳
細

設
計
を
任
さ
れ
た
。
何
と
か
し
て
「
ダ
ム
堤
体

の
中
に
人
を
入
れ
て
遊
ば
せ
よ
う
、
日
本
で
一

番
市
民
に
開
か
れ
た
ダ
ム
に
し
よ
う
」
と
仲
間

と
知
恵
を
絞
っ
た
。
内
部
に
二
基
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
（
管
理
用
と
観
光
客
用
）、
工
期

短
縮
の
た
め
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
）
は
工
事
終
了
後
、
観
光
客
用
に
転
用
す
る
。
点
検
通
路
は
、
将
来
の
観
光
客
の
為
に
広
く
と

る
、
な
ど
観
光
用
に
開
か
れ
た
ダ
ム
造
り
に
専
念
し
た
。（
同
僚
や
部
下
に
は
、
絶
対
に
本
省
に

は
言
う
な
「
な
ん
で
こ
ん
な
も
の
が
要
る
の
か
」
と
必
ず
反
対
さ
れ
る
か
ら
…
…
完
成
ま
で
か
ん

口
令
を
引
い
た
、
笑
い
）
竹
村
氏
は
、
最
近
の
ダ
ム
マ
ニ
ア
が
決
め
た
人
気
ダ
ム
評
価
順
位
や
日

経
の
ダ
ム
ラ
ン
キ
ン
グ
で
「
宮
ケ
瀬
ダ
ム
が
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
の
報
に
接
し
「
夢
中
で
設
計

し
た
ダ
ム
が
、
現
在
、
多
く
の
人
を
引
き
つ
け
、
ダ
ム
を
含
む
水
資
源
に
関
す
る
話
題
が
人
々
の

間
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
」
と
控
え
め
に
語
っ
て
く
れ
た
。
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【
注
１
】　

フ
ー
バ
ー
ダ
ム
は
米
国
で
最
も
人
気
の
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
の
一
つ
で
、
昨
年
は
年
間

九
百
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る

人気の高いダムカレー
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